
○
　
住
宅
街
・
空
き
地 

　
　
住
宅
街
の
間
に
あ
る
、
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る 

　
　
空
き
地
。 

　
　
紐
が
張
ら
れ
て
い
て
、
中
に
は
入
れ
な
い
よ
う 

　
　
に
な
っ
て
お
り
、
『
関
係
者
以
外
立
ち
入
り
禁 

　
　
止
』
の
看
板
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

　
　
ノ
ラ
（
野
良
猫
）
、
踏
み
倒
さ
れ
た
草
の
上
で 

　
　
日
に
当
た
り
な
が
ら
眠
っ
て
い
る
。 

　
　
心
地
よ
い
太
陽
が
ノ
ラ
を
照
ら
し
、
そ
の
温
も 

　
　
り
に
包
ま
れ
て
幸
せ
そ
う
に
眠
っ
て
い
る
。 

　
　
す
る
と
、
遠
く
か
ら
犬
の
吠
え
る
声
が
聞
こ
え 

　
　
て
く
る
。 

　
　
ノ
ラ
の
耳
、
少
し
動
く
。 

　
　
犬
の
鳴
き
声
、
ど
ん
ど
ん
と
近
づ
い
て
来
る
。 

　
　
ノ
ラ
、
目
を
開
け
て
体
を
起
こ
し
、
ゆ
っ
く
り 

　
　
と
伸
び
を
す
る
。 

　
　
犬
、
吠
え
続
け
な
が
ら
近
づ
い
て
来
る
。 

女
性
の
声
「
も
う
、
辞
め
な
さ
い
」 

　
　
ノ
ラ
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
作
で
、
空
き
地
の 

　
　
前
の
道
路
に
向
か
う
。 

○
　
同
・
同
・
前
道
路 

　
　
女
性A

（
３
０
）
、
大
き
な
犬
の
リ
ー
ド
を
持 

　
　
っ
て
、
女
性B

（
３
１
）
、
小
さ
な
犬
の
リ
ー 

　
　
ド
を
持
っ
て
、
歩
い
て
来
る
。 

女
性A

「
ご
め
ん
ね
。
こ
の
子
、
興
奮
し
て
る
の
」 

女
性B

「
全
然
、
大
丈
夫
よ
」 

　
　
大
き
な
犬
、
仕
切
り
に
吠
え
て
い
る
。 

　
　
小
さ
な
犬
、
無
視
し
て
歩
い
て
い
る
。 

　
　
ノ
ラ
、
空
き
地
の
草
の
間
か
ら
出
て
き
て
、
顔 

　
　
を
出
す
。 

　
　
女
性A

、
野
良
猫
に
気
付
き
、 

女
性A

「
あ
、
猫
」 

　
　
女
性B

、
ノ
ラ
を
見
て
、
可
愛
い
。 

　
　
大
き
い
犬
、
ノ
ラ
に
気
付
き
、
ノ
ラ
に
吠
え
始 

　
　
め
る
。 

大
き
い
犬
「
お
い
！
　
そ
ん
な
所
で
何
し
て
ん
ね
ん
！
」 

　
　
ノ
ラ
、
毛
繕
い
し
な
が
ら
、 

ノ
ラ
「
の
ん
び
り
」 
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大
き
犬
「
聞
い
て
く
れ
！
　
こ
い
つ
が
全
然
話
聞
い 

　
　
て
く
れ
へ
ん
ね
ん
！
」 

　
　
小
さ
な
犬
、
無
視
し
て
い
る
。 

ノ
ラ
「
あ
ん
た…

う
る
さ
い
も
ん
」 

　
　
小
さ
な
犬
、
前
を
見
な
が
ら
、
少
し
頷
い
て
い 

　
　
る
。 

大
き
犬
「
な
ん
や
ね
ん
そ
れ
！
　
俺
の
ど
こ
が
う
る 

　
　
さ
い
ね
ん
！
」 

　
　
女
性A

、
大
き
な
犬
の
リ
ー
ド
を
引
っ
張
っ
て
、 

女
性A

「
さ
ぁ
、
行
く
よ
」 

　
　
女
性A

と
女
性B
、
歩
い
て
行
く
。 

　
　
大
き
い
犬
、
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
、 

大
き
い
犬
「
俺
の
ど
こ
が
う
る
さ
い
ね
ん
！
　
お
い
！ 

　
　
答
え
て
み
ろ
！
」 

　
　
ノ
ラ
、
自
由
な
自
分
を
見
せ
つ
け
る
が
如
く
、 

　
　
大
き
い
犬
を
見
て
欠
伸
を
し
、
女
性
た
ち
と
は 

　
　
反
対
方
向
に
歩
い
て
行
く
。 

ノ
ラ
「
あ
ぁ
、
忙
し
い
」 

○
　
同
・
細
い
路
地 

　
　
ノ
ラ
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
や
っ
て
来
る
。 

　
　
ノ
ラ
の
目
の
前
に
は
、
３
匹
の
猫
（
ブ
チ
・
マ 

　
　
ル
・
ヒ
メ
）
、
集
ま
っ
て
い
る
。 

ブ
チ
「
こ
れ
は
、
簡
単
な
問
題
じ
ゃ
な
い
！
　
実
に 

　
　
難
し
い
問
題
だ
！
」 

ヒ
メ
「
そ
う
ね
、
確
か
に
こ
れ
は…

」 

ノ
ラ
「
ど
う
し
た
の
〜
」 

　
　
ノ
ラ
、
ゆ
っ
く
り
と
３
匹
の
輪
に
入
る
。 

マ
ル
「
あ
ぁ
、
ノ
ラ
ち
ゃ
ん
」 

ブ
チ
「
や
っ
と
来
た
か
！
　
一
大
事
や
ぞ
！
」 

　
　
ノ
ラ
、
座
っ
て
、
前
足
を
舐
め
、 

ノ
ラ
「
何
？
」 

ヒ
メ
「
赤
の
魔
人
の
家
の
人
間
が
、
い
つ
も
の
時
間 

　
　
に
出
て
来
な
い
ん
だ
」 

ノ
ラ
「
ウ
ソ
ッ
！
」 

○
　
町
外
れ
・
木
造
の
家
・
前
（
ノ
ラ
の
回
想
） 

　
　
ノ
ラ
、
日
向
で
眠
っ
て
い
る
。 

　
　
カ
ン
カ
ン
カ
ン
と
大
き
な
音
が
鳴
る
。 

　
　
ノ
ラ
、
ム
ク
っ
と
起
き
上
が
り
、
玄
関
の
前
に 
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走
っ
て
行
く
。 

　
　
玄
関
の
横
に
は
、
赤
く
大
き
な
ポ
ス
ト
が
あ
る
。 

　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
鍋
に
入
っ
た
猫
の
餌
を
、
地 

　
　
面
に
置
か
れ
て
い
る
お
皿
に
入
れ
て
い
く
。 

○
　
住
宅
街
・
細
い
路
地 

　
　
ノ
ラ
、
腰
を
上
げ
、 

ノ
ラ
「
と
り
あ
え
ず
、
行
っ
て
み
よ
う
！
」 

　
　
走
っ
て
行
く
。 

　
　
他
３
匹
、
ノ
ラ
に
つ
い
て
行
く
。 

○
　
町
外
れ
・
木
造
の
家
・
前 

　
　
ノ
ラ
達
、
走
っ
て
や
っ
て
来
る
。 

　
　
ノ
ラ
、
地
面
に
置
か
れ
た
お
皿
を
確
認
す
る
が
、 

　
　
何
も
入
っ
て
い
な
い
。 

ノ
ラ
「
本
当
に
な
い
じ
ゃ
ん
」 

ブ
チ
「
そ
う
だ
！
　
だ
か
ら
大
変
な
ん
だ
！
」 

　
　
ノ
ラ
、
玄
関
に
向
か
っ
て
。 

ノ
ラ
「
お
ー
い
！
　
人
間
！
」 

ヒ
メ
「
何
し
て
る
の
？
」 

ノ
ラ
「
呼
ぶ
の
。
さ
ぁ
、
み
ん
な
も
や
っ
て
」 

ノ
ラ
「
お
ー
い
！
」 

　
　
ブ
チ
、
ノ
ラ
を
見
て
、 

ブ
チ
「
お
ー
い
！
　
お
ー
い
！
」 

　
　
マ
ル
、
ヒ
メ
、
玄
関
に
向
か
っ
て
大
声
を
出
す
。 

　
　
４
匹
、
鳴
く
き
続
け
て
い
る
と
、
男
性
と
女
性 

　
　
の
話
し
声
が
遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
来
る
。 

　
　
４
匹
の
猫
、
鳴
き
続
け
る
。 

　
　
男
性
と
女
性
、
話
し
な
が
ら
歩
い
て
来
て
、
猫 

　
　
達
を
見
て
、 

女
性
「
ね
ぇ
、
見
て
。
可
愛
い
〜
」 

男
性
「
本
当
だ
」 

　
　
男
性
と
女
性
、
猫
達
に
寄
っ
て
行
く
。 

　
　
４
匹
の
猫
、
２
人
に
は
目
も
く
れ
ず
、
玄
関
に 

　
　
向
か
っ
て
鳴
き
続
け
る
。 

　
　
女
性
、
携
帯
を
出
し
て
、
猫
達
の
写
真
を
撮
る
。 

男
性
「
こ
の
子
達
、
全
然
逃
げ
な
い
ぞ
」 

女
性
「
人
間
に
慣
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

　
　
ノ
ラ
、
２
人
を
見
て
、
玄
関
を
前
足
で
引
っ
掻 

　
　
き
な
が
ら
、
鳴
く
。 
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ブ
チ
、
ノ
ラ
を
見
て
鳴
く
。 

　
　
ノ
ラ
、
ブ
チ
に
を
見
て
鳴
く
。 

　
　
ノ
ラ
以
外
の
３
匹
、
ノ
ラ
を
真
似
し
て
前
足
げ 

　
　
玄
関
を
引
っ
掻
き
な
が
ら
鳴
く
。 

男
性
「
何
し
て
る
ん
だ
ろ
？
　
こ
の
子
達
」 

　
　
女
性
、
猫
達
に
携
帯
を
向
け
、 

女
性
「
こ
っ
ち
見
て
」 

　
　
男
性
、
家
を
見
て
、 

男
性
「
こ
の
家
の
人
が
餌
や
っ
て
ん
の
か
な
？
」 

　
　
４
匹
、
２
人
に
は
目
も
く
れ
な
い
。 

女
性
「
全
然
こ
っ
ち
向
い
て
く
れ
な
い
ん
だ
け
ど
」 

男
性
「
な
ん
か
、
お
か
し
く
な
い
？
」 

　
　
女
性
、
携
帯
を
カ
バ
ン
に
入
れ
、 

女
性
「
確
か
に
」 

　
　
男
性
、
玄
関
に
手
を
伸
ば
す
。 

女
性
「
何
し
て
る
の
？
」 

男
性
「
い
や
、
人
い
る
の
か
な
っ
て
」 

　
　
玄
関
を
横
に
引
く
と
、
少
し
開
く
。 

男
性
「
あ
っ
」
　 

　
　
４
匹
、
中
に
走
っ
て
行
く
。 

女
性
「
あ
っ
」 

　
　
４
匹
、
家
の
中
で
再
び
鳴
き
始
め
る
。 

　
　
男
性
と
女
性
、
少
し
空
い
た
玄
関
の
隙
間
か
ら 

　
　
中
を
覗
く
と
、
中
で
倒
れ
て
い
る
人
の
足
が
見 

　
　
え
る
。 

男
性
「
う
わ
っ
！
　
大
丈
夫
で
す
か
」 

　
　
男
性
と
女
性
、
中
に
入
っ
て
行
く
。 

　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
救
急
車
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
乗
せ
ら
れ
て
い 

　
　
る
。 

　
　
４
匹
の
猫
、
物
陰
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
て 

　
　
い
る
。 

　
　
男
性
と
女
性
、
猫
達
を
見
て
。 

女
性
「
あ
の
子
達
が
教
え
て
く
れ
た
の
ね
」 

男
性
「
そ
う
だ
な
。
こ
れ
は…

奇
跡
だ
」 

女
性
「
奇
跡
じ
ゃ
な
い
よ
」 

　
　
女
性
、
し
ゃ
が
ん
で
猫
達
に
目
線
を
合
わ
せ
、 

女
性
「
小
さ
い
、
小
さ
い
愛
だ
よ
」 

　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
運
ば
れ
て
行
く
。
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